
民間有識者から 



避難者支援に求められるもの 

救護 

救援 
保護 安定 

自立 

再建 

時間の経過とともに、 
支援の重点項目も変化する。 

発災直後 ▶   １年目  ▶  ２年目  ▶   ３年目 



救護・救援 

救護 

救援 

【求められる内容】 
・行方不明者の捜索 
・傷病者の手当 
・社会的弱者の保護 
・緊急支援物資 

生命を守るための支援 

【具体的な支援活動】 
・避難所の開設 
・医療支援 
・避難（移動）の支援 
・食料、飲料水、毛布など 



保護 

救護 

救援 

【求められる内容】 
・住環境の整備 
・情報提供 
・心のケア 
・生活支援物資 

最低限度の生活基盤を 
整備する支援 

【具体的な支援活動】 
・仮設住宅 
・支援情報紙等の配布 
・慰問、カウンセリング 
・義援金、家電製品など 

保護 



安定 

救護 

救援 

【求められる内容】 
・コミュニティ支援 
・就労、就学支援 
・避難生活弱者の救済 
・法的支援 

中長期の避難生活における 
日々の営みをつくりだす支援 

【具体的な支援活動】 
・避難者コミュニティ構築 
・緊急雇用対策 
・託児、育児支援 
・補償問題への対処 

安定 



自立・再建 

救護 

救援 

【求められる内容】 
・帰還/移住 
・就労、就学 
・地域コミュニティ 
・被災を過去のものへ 

避難者から生活者へ 
自立した生活を取り戻す支援 

【具体的な支援活動】 
・帰還/移住支援 
・安定した雇用の確保 
・地域社会への参画 
・賠償、清算 
 

安定 
自立 

再建 



課題・1 

・県外避難生活によって生じた困難と一般
生活における困難の切り分けと整理 
 
・問題等への問い合わせ、対応窓口の整理 
   →避難元なのか？避難先なのか？民間なのか？ 
   →市町村なのか？都道府県なのか？国なのか？ 



課題・2 

・広域避難者を「避難者」として固定化して
しまうような支援になっていないか？ 
    
   →長期的に供与型支援を続けてしまうことの是非。 
       
   →「避難者」から脱し、被災前と同じ普通の生活者に戻る 
     ためにはどのような支援が望ましいのか？ 


